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各  位 

一般社団法人 日本ダクタイル鉄管協会 

 

便覧 14 版 訂正のお願い 

(2023 年 8 月 4 日付け発行版) 

 

便覧について、誤りがありますので下記のとおり訂正をお願い致します。 

 

正  誤  表 
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ページ 630 頁 
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ページ 633 頁 

誤 

 

 
（省略） 

注(1)  PF 種管及び 1 種管は、切管用挿し口ﾘﾝｸﾞによる挿し口の形成が可能である。 

     なお、呼び径 75～300 の PF 種管､1 種管､Ｓ種管及び 3 種管は、挿し口突部 

を形成することなく､P-Link によって GX 形直管の受口との接合が可能であり､ 

G-Link によってＧＸ形異形管の受口との接合が可能である。 

注(2)  既設管の呼び径 75～450 の 3 種管及び呼び径 300～450 のＳ種管は、切管用挿  

し口ﾘﾝｸﾞ〔ﾀｯﾋﾟﾝねじタイプ（継ぎ輪接合用）〕による挿し口の形成が可能で  

ある｡この場合､ＧＸ形はＧＸ形継ぎ輪､ＮＳ形はＮＳ形継ぎ輪を使用して接合  

する｡また､呼び径 500～1000 の 2 種管は､切管による挿し口の形成が可能であ

る。 
  

正 

 

 
（省略） 

注(1)  PF 種管及び 1 種管は、切管用挿し口ﾘﾝｸﾞによる挿し口の形成が可能である。 

     なお、呼び径 75～300 の PF 種管､1 種管､Ｓ種管及び 3 種管は、挿し口突部 

を形成することなく､P-Link によって GX 形直管の受口との接合が可能であり､ 

G-Link によってＧＸ形異形管の受口との接合が可能である。 

注(2)  既設管の呼び径 75～450 の 2 種管及び 3 種管並びに呼び径 300～450 のＳ種管 

は、切管用挿し口ﾘﾝｸﾞ〔ﾀｯﾋﾟﾝねじタイプ（継ぎ輪接合用）〕による挿し口の  

形成が可能である｡この場合､ＧＸ形はＧＸ形継ぎ輪､ＮＳ形はＮＳ形継ぎ輪を  

使用して接合する｡また､呼び径 500～1000 の 2 種管は､切管による挿し口の形  

成が可能である。 
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